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と,もはやその数は飽和Lk≦kDなる く内部7-リェモー ド'のみによってア トラクター外の
ゆらぎがっくられる訳である｡逆に関しても同様な関係が存在しているだろう(もう少し複雑
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この様にアトラクターの内外は,割合かんたんな時系列処理からえられた諸量に顔を出すこ
とがわかってきた｡一部の人が言うように決してアトラクターの次元は空疎な概念ではないよ
うに思われる｡
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